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論    文    の    要    旨 
 
本論文は塑性加工を用いた非晶質金属材料の創製とその特性制御を目指し，金属ガラス状態、及び













れたが、Zr65 での熱的変化は Zr55 と比して僅かであった。XRD、TEM 観察の結果では加工による結
晶化は見られていない事から、特に Zr55 で見られた硬さ、弾性率の低下や緩和エンタルピーの増加は
自由体積の増加や短範囲／中範囲の規則構造の変化による構造若返りによるものであると述べている。
また過去の研究による他の金属ガラスの緩和エンタルピーと fragility 因子とを比較し、fragility 因子が
高く、短範囲／中範囲構造の規則性が高い合金ほど、顕著な構造若返りを示すことを明らかにした。また
特に Zr65 については結晶化過程にも影響があり、20 回転以上加工した試料においては DSC 測定で
見られた結晶化ピークが 2つに分離する傾向が見られることを示した。 
論文の後半では結晶化熱処理した Zr50Cu40Al10を 100 回転までの高圧ねじり加工により非晶質化し

























 平成 29 年 8 月 23 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める 
 
